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の二種類であり､1方中古に生じた接頭辞は､｢なま｣｢け｣｢そら｣　｢こ｣　｢とこ｣　｢を｣　の六種類もあることが分かる0このことから､｢接頭辞｣自体も中古において増加したと考えて良いようである｡そのうち'｢もの｣　や　｢なま｣､｢け｣といった　｢接頭辞｣　が中古では特に多く用いられている｡
ではこれらの　｢接頭辞｣　は'｢感情形容詞｣　と　｢状態形
容詞｣　のどちらと結びついているのであろうか｡表5において､中古における形容詞に限定して検討している｡
表5を見ると､接頭辞　｢そら｣　｢か｣　｢こ｣　｢とこ｣　｢を｣
については､異なり語数が少なく'｢感情形容詞｣に接続するのか､｢状態形容詞｣　に接続するのかは判断できない｡
接頭辞　｢け｣　については､｢感情形容詞｣　と　｢状態形容
詞｣　の両方に均等に上接している｡異なり語数が全十語と少なく'この語についても明確な傾向は見出せなかった｡
やや傾向がうかがえたのは'接頭辞　｢なま｣　であり､二
対一の比率で　｢感情形容詞｣　と結びつきやすい｡
しかし一方で､接頭辞｢なま｣が上接してできた造語は'
一作品のみで確認できる語が多いという性質も持っている｡
表5で示したとおり､全E]l形容詞中､三五語は1作品にしか用いられていない｡しかも､三五語中二八語は､『源氏物語』でのみ見られる形容詞である｡複数の作品で用いられている六語も､二作品でのみ共通しているだけである｡
接頭辞　｢もの｣　については'｢感情形容詞｣　と　｢状態形
容詞｣　の比率が二七語対二四語であり､あまり差が見られなかった｡また､この接頭辞｢もの｣　ついても､表5より'
一作品にのみ見られる語が二五語あることが分かり､接頭
辞｢なま｣　の状況と合わせて考えると'｢接頭辞｣を付す方法は､自由に造語しやすいものであったと言えるだろう｡
以上のことから､｢接頭辞｣　を上按する造語法について
は､｢名詞｣や｢動詞連用形｣とは異なり､下接する形容詞の意味の面からは明確な結果が見えなかった｡しかしその一方で､一作品にのみ見られる語が多く'比較的自由に新たな形容詞を造ることが可能であったことがうかがえる｡
そこで､｢接頭辞｣自体の働きから､｢接頭辞｣　を上按さ
0)51中古における形容詞の造語法とその機能
せることの機能について考察する｡｢接頭辞｣についての先行研究は多くあるが'松浦照子氏は､｢｢もの　-　｣　は'その接頭語がもつ意味　-　いま仮に　｢なんとなく｣　の意としておく　-　を付加するための造語法と考えれば､その方法を使用して'すべての感情形容詞を複合形容詞にすることが理論的には可能となるo｣　と述べられている(注目)｡松浦氏の主張どおり　｢接頭辞｣　は確かに造語しやすい｡しかし実際には'表5のように､｢もの｣は｢感情形容詞｣とのみ結びつくわけではない｡よって'この松浦氏の考えをもとにしながら､｢接頭辞｣の上接について用例をもとに再検討するo　｢感情形容詞｣　である　｢おそろし｣　に　｢接頭辞｣　｢もの｣と｢そら｣が上接した用例と'状態形容詞｢はかなし｣に接頭辞　｢もの｣　がついた用例である｡
㈲　なさけなきゃうにはおぼすとも､まことに引内.潮風
割引までこそおぼゆれ｣とて､
(『和泉式部日記』　22頁6行)
㈲　后も'わが身の契りそら恐ろしうおぼさるれば､さ
らにうち解け給ひても御覧ぜられ給はず｡
(『浜松中納言物語』　92頁7行)
の　年月見し人も,あまたの子などもたらぬを,かく酬
叫笥て､思ふことのみしげし｡
(『峠蛤日記』　1-9頁12行)
㈲は'自分の現在の恋心を　｢ものおそろし｣'つまり､
自分でもどうすることもできないような激しい状態であると述べている用例である｡これは､男性の行動に対して｢なさけなき｣　と非難している女性への返事であることから'
.非常に恋心が深いということであり'㈲の　｢もの｣　は程度
の深さを主観的に表していると言える｡
㈲では､｢后｣　が禁忌の　｢契り｣　を持った自分の身を振
り返り'｢そら恐ろし｣という感情を抱いている｡結んではいけない　｢契り｣　を交わしたことから来る恐怖の感情であり､その描写から並々ならぬ感情であることが分かる｡その心穏やかではない程度を　｢そら｣　で表現している｡
刑は､大勢の子供に恵まれていない夫婦関係のことを､
｢ものはかなし｣と嘆いている様子が表現されている｡｢はかなし｣　は　｢状態形容詞｣　であるが'この用例では'｢思ふことのみしげし｣　と続いており､物質的なことだけではなく'精神的に強く思い悩んでいることが分かる｡よって｢もの｣　が　｢はかなし｣　の意味を増長していると考えられる｡
以上のことから'｢接頭辞｣　は､下接形容詞の意味を程
度がはなはだしいという面において増長させる機能を持っていることが分かる｡しかもその程度は'自らが現在置かれている立場をもとに主観的に感じるもののようである｡
このように主観的な観点から程度を増すことが　｢接頭
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辞｣　の機能であるため'下接する形容詞の意味にそれほど影響を受けることがなく､｢感情形容詞｣　と　｢状態形容詞｣のどちらにも付属することができたのであろう｡そのため､中古において盛んに造語されたのである｡その反面､造語法としての制約があまりなく､その自由さのために一作品にしか見られない造語が多いのだと考える｡
六　中古における第二次･第三次形容詞の増加要因
以上のように本稿では'中古において最も造成された第
二次･第三次形容詞を対象とし､既存の形容詞の上に　｢接頭辞｣　｢名詞｣　｢動詞連用形｣　を上按させるという造語法の機能を下接する形容詞の意味と関連させながら検討した｡
本節では､これまでの考察結果をもとに､なぜ中古にお
いて形容詞が増加したのか､その要因について考察したい｡
そこで重視するのが､形容詞と結びついた｢接頭辞｣｢名
詞｣　｢動詞連用形｣　の機能である｡｢接頭辞｣　は､現在自分が置かれている立場をもとに､下接形容詞の意味を程度がはなはだしいという面において増長させる機能を持っている｡主観性が強いのである｡一方の　｢名詞｣　は'主語を示し､また下按形容詞の客観性や属性を高め､客観的な事柄について述べていることを付加する機能がある｡｢動詞連用
形｣については､ある動作を記述する際､事実自体よりも､それに対する主観的な感情を表現する機能があると言える｡
以上のことから､｢接頭辞｣　｢名詞｣　の上接は'下按形容
詞の意味を高める機能を持ち､｢接頭辞｣は個人的な感情であるいう主観性'｢名詞｣は状態や属性を示しているという客観性を表す働きがあると言える｡｢動詞連用形｣については､逆に下按形容詞が持っている意味が動詞に強く働いており､動作に対する主観が述べられている｡つまり､各三種類の上接要素からなる造語法が持つ機能は異なっている｡
形容詞とは､非常に多義的な意味を持っている｡そのた
め'形容詞がある主体の主観的な感情を表しているのか'それとも一般的に広く普及している客観的な事実を述べているのか'この点を判断することが難しい場合がある｡
そしてこの主観'客観といった判断の難しさは､中古と
いう時代に生きた人々にとっても同じであったと考える｡そこで考案されたのが､形容詞の上に｢接頭辞｣や｢名詞｣｢動詞連用形｣　を付す造語法によって'自己の主観に基づき述べているのか､事物の状態や属性を表しているのかを判断しやすくする方法である｡各造語法の機能により'形容詞の意味の弁別を容易にすることができ'言語の運用にとって効率的であったためにこれらの造語法は盛んに行われ､その結果､中古の形容詞は増加したのである｡
12) 49中古における形容詞の造語法とその機能
この点をより明らかにするためには'個々の用例を丹念
に調べる必要があるが､この点は別稿の課題としたい｡
本稿では'形容詞の　｢感情｣　｢状態｣　という意味の多義
性を背景とLt　実際の使用状況において主観的に物事を述べているのか'客観的な事柄を述べているのかを示すために　｢接頭辞｣　｢名詞｣　｢動詞連用形｣　という上接要素を付属する造語法が発達し､そのことが中古における形容詞の増加につながったのだと結論づけておきたい｡注(1)村田菜穂子『形容詞･形容動詞の語豪論的研究』(和泉書院
二〇〇五年)　による｡
(2)表1は'村田氏が注1文献の109頁において示されている表
lをもとに'中古の形容詞を再定義し､書式等を変更して筆者が作成したものである｡本稿における　｢中古｣　の形容詞とは､上代には見られず'八代集と散文二二作品　(『竹取物語』『土佐日記』『伊勢物語』『平中物諦』『大和物語』『多武生少将物語』『主物静』『宇津保物語』『輔輪日記』『落建物籍』『和泉式部日記』『枕草子』『源氏物語』『紫式部日記』『埴中納言物諦』『夜の専覚』『浜松中納言物蒋』『更級日記』『狭衣物語』『大鏡』『謙岐典侍日記』『とりかへばや物籍』)　において薪出した形容詞の異なり語数を指し､本稿では1貫している｡
(3)表2は'村田氏が注1文献の123頁､1 24頁で示されている表
2をもとに'筆者が必要部分を整理して作成したものである｡
(4)　注1文献における｢別表一｣　｢別表三｣を利用している｡(5)　第二次･第三次形容詞として　｢ことにがし･みみかしかま
し･ものぐるはし･ものぐるほし｣が存在し､その基盤は'｢にがし･かまし･くるはし･くるほし｣　であると考えられる｡しかしこれらは'｢第一次形容詞｣の語形が文献に見られないため'｢第一次形容詞｣や意味の考察からは除外した｡そのため､表2の｢中古｣の｢接頭辞｣の合計と表5の合計が異なっている｡
(6)この分類は､中古の代表的な散文作品を対象とし､『新編　日
本古典文学全集』(小学館)における冒頭から約千行の用例を調査した結果､妥当だと判断した意味区分に基づいているo
(7)｢名詞+無し｣を除外したのは､その他の形容詞の場合'何
らかの意味を付加するために　｢名詞｣を上接したと考えられるがへ　｢無し｣　は上接する　｢名詞｣　の意味を打ち消すからである｡
(8)本稿における用例は､すべて『新編　日本古典文学全集』
(小学館)　を底本にしている｡
(9)　｢かたし　(難し)｣　については､松浦照子氏が　｢複合形容詞
の形成と継承-平安時代散文作品における-｣(『国語語女史の研究六』　和泉書院　1九八五年)に｢｢することが困難である｣意｣と記述されていたのを参考にLt｢感情形容詞｣と判断した｡
(1 0)r接頭辞｣のみ'中古散文二二作品の使用回数を調査した.(‖)　注9と同一文献である｡
-　東北大学大学院生　I
